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静的炉心冷却系である非常用復水器を模擬した自然循環ループによる高圧実験及び再現解析を行った。伝熱

管内の蒸気凝縮には、伝熱管入口のボイド率が高い感度を持っていることが確認され、解析で定常時の伝熱

管内温度分布を再現した。 
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1. 緒言 

福島第一原発事故後、非凝縮性ガスが流入することで、非常用復水器（IC）の冷却性能を喪失させる可能

性があることが広く認識された[1]。静的炉心冷却系である IC は、原理上、全電源喪失の際にも有効な安全装

置であるため、非凝縮性ガス流入の影響を把握する必要がある。本研究では初期段階として、自然循環ルー

プを用いた高圧蒸気による実験と再現解析を行った。 

 

2. 実験・解析方法 

 実験は北大の IC の模擬実験装置を用いて行った。装置は自然循環によって駆動され、アキュムレータにヒ

ーターが外付けされており、約 4m 上部の伝熱管に高圧蒸気を供給し、凝縮水を再度アキュムレータへ戻す。 

 解析には、二相流解析コードである TRAC-BF1 を用いた。伝熱管内の蒸気凝縮再現のため、凝縮実験装置

の伝熱管部とアキュムレータまでの配管をモデル化した解析体系を構築した。実験の準定常時の条件を境界

条件として与え、伝熱管入り口でのボイド率を 3 種類設定し、それぞれで解析を実施した。 

 

3. 実験・解析結果 

実験と解析から得た伝熱管内の温度分布を図 1 に

示す。図中の横軸は伝熱管入り口からの距離であり、

VF は伝熱管入り口でのボイド率である。これらの結

果より、蒸気の伝熱管流入時のボイド率が、伝熱管内

温度分布の解析結果に大きな感度を持っており、実験

の再現に影響することが分かった。 

今後は、実験装置全体をモデル化した循環ループの

体系で解析を実施し、実験を再現することを目指す。 
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図 1 伝熱管内の温度分布 
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